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多自然川づくり取り組み事例

＜背景・課題＞
　那賀川で唯一洪水調節機能を有する長安口ダムでは、貯水池機能保全を図るために、貯水池上流河道に堆積し
ている土砂を掘削し、ダム下流河道に置き土砂をすることで、洪水時に下流河道へ還元する取り組みを実施してい
る。
　今回は、土砂還元が、那賀川の治水・利水・河川環境に大きな影響を与えることのないよう、置き土砂下流の区域
において、物理環境の変化に着目したモニタリング調査を実施した結果の中間報告
＜目標＞
　川本来の姿である砂レキが復活し、動植物が生息・生育できる清流と砂レキの調和した川づくり

＜取り組み内容＞
　長安口ダムに流入する土砂を抑制する
ために、長安口ダム上流にある追立ダム
箇所の掘削及び流入した土砂を除去する
貯水池上流部での陸上掘削を実施してい
る。
　置き土砂による土砂動態変化と治水面
・防災面・環境面の各課題や環境面の変
化を監視するためのモニタリングを実施。

＜モニタリング結果・アピールポイント＞
　土砂還元前（平成20年）は石が優占する粗粒化した河床で、河床には落ち葉等
の有機物の堆積が目立っていたが、土砂還元後（平成28年）には、置き土砂した
礫が供給され、浅場ができることで流れが生じ、有機物の堆積等も少なくなった。
　また、土砂還元を実施している区間内で新しいアユの産卵場が確認された。
産卵場には、土砂還元により供給された細礫～中礫が主体となっていた。
＜今後の対応方針＞
　土砂還元による物理環境の変化が及んでいない下流河川での現状を把握した
うえで、土砂還元による治水、利水及び河川環境への影響や効果について検討
し、より望ましい置き土砂を決定する必要がある。
　また、土砂還元を含む那賀川の土砂管理は、関係機関が個々に課題に取り組
むだけでなく、流域全体として取り組む必要があり、関係機関が連携して現状把
握を行い、総合的な土砂管理計画を策定する必要がある。
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